





















ssociation ） 」は、 「心理学とは何か」という問いに
“A































現代人になりましたという絵を思い浮かべられるかもしれません。われわれの先祖を遡っていきますと、初期には四足歩行に適した骨格をしていた生物が、やがて二足歩行に適した骨格を持つ動物になったことは、おそらく事実ですが、そのような描写を、進化を表す代表的な図とすることがとても適切であるとも言えません。といいますのは、サルのような生きものが、やがて直立して、われわれのようになることが方向づけられ のようなイメージを人 抱かせてしまうからで 。　
し
かし、実際には、進化に必然的な方向性があるわけではありません。例えば、もしかする
と、皆さんは何となく「時間が経てば生物は賢くなっていくものだ」と思っておら るかもしれません。しかし、実は必ずしもそういうことでもありません。皆さんお持ちのスマートフォンが新しくなっていく場合、一般にはだんだん 性能が上がっていきます。 「進化した
 iP
hone 」









を持って生まれた子どもが、その環境のなかで資源をうまく獲得できるようになることが起こり得ます。そのような場合には、世代を経て、また繁殖を繰り返すうちに、その集団のなかの、その特定の遺伝子を持つ個体の頻度が上がっていき す。 「遺伝子の頻度が変わる」と言われても、少しイメージが難しいかもしれませんが、次 ように考えてください。資源を他の個体よりもうまく利用することができる個体が出てくると、それが子ども 少し多く残します。子どもを残すと、同じ遺伝子が受け継がれます。そうしますと、その たちも資源をう く利用することができます。　
そ
のようなことが起こりますと、その集団のなかの遺伝子の分布に変化が起こります。これ
を「進化」と言います。繰 返しになりますが、進化すると言っても、何 方向性があって、動物は必然的にあるべき姿に変わっていくと決まっているわけではありません。様々な遺伝子を持つ個体が出現 と、その繁殖および次世代の個体がさらに繁殖する成功の頻度に揺らぎが出てきます。　
も
ちろん、突然変異には悪いものも多く、問題を抱えてしまい、資源を獲得するうえで不利







ウィンが、進化 理論を固め のにも、ガラパゴス諸島でトリを観察したことがとても役立ったそうですので、 につい 考えるのは適切です。　
あるトリの一群がある島に住んでいるとします。その島の資源は、
当然、限定されています。
トリのくちばしの太さは遺伝的に受け継がれますが、少し太いくちばしを持って生まれる場合も少し細い をもって生まれる場合もあり 。くちばしが太すぎると、餌が食べられませんし、 すぎても折れてしまって食べられません で、その太さは 一定範囲に限定されるでしょう。しかし、平均しますと、だいた 平均サイズのくちばしを持つトリが一番多くなる、そういう分布をイメージしてください。そう ますと も すごく細いものは少なくものすごく太い のも少なくなりま 。太いくちばし もっている場合には、力 入れやすなり、硬い木の実を割るのに適 いるかも れません。一方で、木 皮のなかに住んでいる小さ 虫を突き出すのには向いていないかも れません 細いくちばしは、木 皮のなかに住
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た生き物の子孫の中から遺伝的な変異を持つ多数のバリエーションが現れ、その中にはヒトの一部を特徴づける遺伝子を持ったも がおり、その特徴がある環境の中でやっていくの 都合がよく、結果として相対的にたくさんの子孫を残すことになった。そして、そのような生き物の中から、また多数 バリエーションが現れ…、といったことが偶然積み重なったと考えられます。　
そ
のようなバリエーションを示す、枝分かれの図を「系統樹」と言います。ある共通先祖か
ら、どのように、さまざまな生きものが枝分かれしてきたのかを表す図です。当然、この枝分かれの途中には、いろいろなものが生まれてきます。そして 環境の変化 かで絶滅していったものもたくさんいます。しかし、論理的に考えて、現存する生きものは、すべて絶滅しなかったものの子孫です。今、私たちが見るこ できるも は、これまで存在していたたくさんの生きもの なか ごく一部です 、当然ながら、それらはみな 死に絶えずに繁殖に成功したものの子孫です。　
そ
して、現存するそれらの生物は系統樹の枝分かれの先端に位置しています。つまり、現存












自然をよく観察し、たくさんの著作を残し した。非常に鋭い観察眼を持っていた方でもあります。ですから、歴史上の 物として、広く知られ い す。 のアリストテレスの著作の一つに『動物誌』があります。その第八巻には「動物の性格」 、その第七章に 、 「ツバメ ドバ
184
トの場合」という項目があります。ここに非常に面白いことが書いてありました。 「一般に、ヒト以外 動物がヒトの生活を模倣する様子が数多く観察されていて、 （中略）ツバメの巣づくりがその例である。という は、泥に藁を混ぜるとき、このトリはヒトと同じ手順を踏むからである。 （中略）さらに寝床も藁でヒトと同じようにつくる。 」 「ドバトに関しては、ヒトの模倣を示す以下のような観察例がある。この リは複数の相手とはつがおうともせず、また、どちらかがやもめにならない限り、共同生活を破棄することもないのである。さらに、産みの苦しみに対するオスの気遣いと同情心はものすごく……」 ［内山ら編
 二〇一五：一］ 。このようにア




















uropean Journal of N
euroscience 』
というヨーロッパの神経科学の学術誌に発表したものです。トリの頭の中にも脳があり、その中には神経細胞がたくさんあります。神経細胞には、いろいろな種類がありますが、サルやネズミの研究から、何か課題をやって、その課題の成果としてエサなどの報酬がもらえるような状況では、その報酬がもらえたときに激しく活動する神経細胞があること 以前から知られていました。私たちも、課題を成し遂げた結果として報酬がもらえるとうれしいと感じます。私たちはだれもトリ なったこと ありませんので、トリにもヒト 同じよ うれしいという感情があるかどうかは、 なか言えません。しか 私はそ 論文の中で、トリにも与えられた時に強く反応を示す神経細胞があることを報告 ました。また そ 同じ神経細胞の状態を記録しながら、 がさえずっているときに、その神経細胞がどのように活動 るかを見ました。そう ますと も、その神経細胞が活動することがわかりました。つまり、報酬がもらえたときに活動する神経細胞が さえずっている き も活動することが分かったのです。これ さえずる 自体も報酬になる 言い換え ことができるかもしれません。あえて擬人化すれば、うれしい いう感情があ で ないかということ 、このように てようやく論文 して成果を公表 たしま た［












ou shall love your neighbor” つまり、 「あ
なた 隣人を愛するように」 、非常に聖書らしい一文です。実は、こ 文には、
“as yourself” と
















ことはまずありません。自分の出せる音のバリエーションを、いろいろと出し合って楽しむこともあまりありません。通常、誰かと音声を出し合っているときには、これは会話を います。知らない言語を使う民族の方たちが二人で何か音声を出 合って る場面を見れば「ああ、会話している 」と私たちは思います。おそらく、それはそうなのでしょう。　
こ
こで、インコの話に戻ります。実験の結果から、インコの音声には、互いに自分の位置を




インコにはなれないので究極的にはわかりませんが、考えてみることはできます。インコには言語がありません。会話をすることがありません。会話という概念は存在しないと思われます。ですから、例えば、自分の飼い主の家族 しゃべっている様子を見ても、いろいろなバリエーションを出し合っているとしか感じられないのではないかと推測されます。ですから、インコの立場に立つと、ヒトが会話を ているとは思っていないだろうと推測できる反面、私たちからはインコが会話をしているように見えま 。どうし も我々は、自分自身を中心に世界を見てしまいます。　
こ
こで本節を簡単にまとめたいと思います。ヒトは自己中心的に物事を考えます。実は、社













書物のなかで、植物を分類しました。この書物には、先ほどの進化の「系統樹」に似た枝分かれのように見える図が出てきますが、実は 二つは関係がありません。こちらは共通の先祖から、どのように枝分かれしたのかを記した ではありません。植物それぞれをその特徴ごとに分類し グループをま めることがなされました。これは普通の人が、動物や植物を分類するときに想像する方法にとても近いと思います。このような分類の方法を考えたのが、このリンネです。　
リ
ンネは、キリスト教文明のなかでこれを行った、つまり神様が万物をつくった前提でその
体系を表す目的で行わ ました。ですから、進化により、生物は共通の先祖から分かれて多様化したなどと 発想はあり せんでした。ですから、リンネの分類に出てくる枝分かれのように見える図は、進化の「系統樹」とは関係がありません。　
し
かし、現在の生物学においても、生物の分類がなさ ており、その意味で分類学の父であ





ましょう。クジラは漢字からわかりますように、文化的にはサカナと分類され得るものです。ちなみに、リンネもクジラをサカナと分類したとする話があります。著作を読んだわけではないので不正確ですが、そういうことを聞いたことがあります。ですから、クジラは、文化的にはサカナなのかもしれません。しかし、生物学的には哺乳類です。小学生が先生に、 「クジラはサカナの仲間です」と言ったら、 「哺乳類ですよ」と訂正されるでしょう。このような例を考えると、生物的な分類は正しいに決まっている 思いがちです 、実はこれも思い込みかもしれません。そのことを示す一つの面白い例があります。　
ワ
シやタカ、それからハヤブサ、これらは非常に似たようなかたちをしています。行動も習




ackett et al. 2008:4 ］ 。これはリンネのものとは違います。
各鳥類種の遺伝子を比較す ことによって、大昔のト の共通の先祖がどのように枝分かれを
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していき、今のトリが存在しているのかを分析し、その結果を樹のような形で表したものです。これにより、代表的な鳥類種について、 「このトリは、このトリと遺伝子的には近縁です」 「このトリと、 このトリは遺伝子的 は距離があります」ということが一目瞭然にわかるようになっています。その図からは、タカ、ワシ、ヘビクイワシ、コンドルが遺伝的な親戚であることが見え き これは納得しやすい結果です。ところが、ハヤブサは同じグループには入らず、その隣にはオウムやインコ その隣には、スズメ・ジュウシマツ・ ンチョウなどがいるのです。つまり、実は、ハヤブサは 遺伝的 タカやワシやなどよりもオウムやインコやスズメに近いことがわかり した。です 、猛禽類とされて たトリたちは、生物学的に観察され、形態や習性などに従って、一つの大きなグループとしてまとめられていたわけですが、遺伝子の比較結果からはそれまでとは異なる分類が必要であるとの結論が出たのです。このことは非常に大きな話題になり した。　
つ
まり、これまで「生物学的」であるとされてきたものであっても、その分類が、絶対不変










で「種の保存」という言葉が使われるのを聞いたことがある方、あるいは本で読んだことのある方がかなりいらっしゃるのではないかと思います。 「種」とは 先ほどから申し上げている分類の階層に出てくる一つの単位です。 「種」は、動物の基本的な単位です。し し、考えてみますと、この分類は、あくまで人の都合で、別に動物たちが「種」に分類してほし とは言っていないわけです 、果たして、実体としても種という単位はあるのでしょうか。　
結
論を言ってしまいますと 現在の進化 物学者は、生物の進化の過程において 「 『種の保
存』などというも はない」と言 す。現代人が絶滅しそ な動物種を「種」と 保存しようとすることはありま 。ですが、動物自身はたとえ自分が属する種であっても、その「種」の保存のために行動 しません この意味に いて以降、いくら 説明 たします。　
こ
の「種の保存」が広く知られて るこ は、かつて京都大 の名誉教授であった今西錦司
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今挙げたのは哺乳類だけですが、哺乳類だけでも、もっともっとたくさんいます。繰り返しになりますが「どれが進化の最先端ですか」と問われましたら、全部進化の最先端だと答えます。また、 それらのなかから一番〝優れている〟ものを挙げるこ はできません。ある環境のなかで、それらの形態がそれぞれ最も効率よく子孫を残すことが きたため、現在、それらが存在しています。　
新
型のスポーツカー、新型のトラック、新型のバス、新型のセダンを目の前にして「どれが





うとしているからです。結論と て、もう一つ、考えなければいけないことがあります。今までずっ 生物の話をしてきました。生物の進化と、 「遺伝子」について散々言及してきました。遺伝子は重要です。遺伝子は情報を伝えるための道具です。情報を伝えるものです。生物の歴史において、次世代に情報を伝えていく手段は、長らく、この遺伝子しかありませんでした。ところが、私たちは文化を持つようになりました。四〇年ほど前に『利己的な遺伝子』を著したリチャード・ドーキンスは、 「ジーン（




言葉を発案しました。文化も次世代に えられながら、遺 子 ように変化するというアイデアからこの造語を生み出しました。そんな考 方もあるのです。この異なる情報 達手段の視点から私たちの持つ二つの側面について考えられるかも れません。　
こ
れまで生物の話をしてきました。これを社会にそのまま応用してもいいのか、おそらく単




これまで述べてきたように、生物は遺伝子をもって、次の世代に情報を受け渡してきました。長いあいだ、それ以外に情報伝達の手段はありませんでした。生物において大きな変化は、百年や二百年、千年や二千年では起こりません。 「皆さ の 、二～三世代すると、ヒトは進化して、 んな形になります」といった話があるかもしれませんが、おそらくそうはならないでしょう。特に、遺伝子の突然変異に由来する脳その他の構造 違いに基づく、心の傾向の進化は、数万年、数十万年 数百万年かかるものがほとんどです。ですから、皆さんの向には、数十万 前の生物のものを受け継いで るもの たくさんあると考えられます。　
一
方で、われわれは文化を持ちました。言語を持ち、文字を持ちました。電子的な情報技術
を持ち、次の世代に情報を伝える非常に便利な道具をつくり出しました。これは、あっという間に世代を経ることなく「進化」します。皆さんと今の学生たち、高校生がかなり違うように見えても、これは遺伝子が違うわけではなく 文化の違いによるも がほとんどでしょ 。　
遺
伝子情報を受け継ぐのは、生物としてのヒトです。ヒトは生物ですので必然的に多様な存







の諸問題を緩和する、 るい 緊張させる要因を持っています。それで、これらは複雑に絡み合ってはいるものの、 ヒトと ものである」 「人間とはこういうものである」これらを平行し 理解し、整理し、それに基づいて対策をすることが、世の中の摩擦、軋轢や衝突などの相当な部分を回避するのに役立つのではな かと感じます。参考文献H
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